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文化芸術立国としての国際プレゼンス向上や国際的な評価を
受ける人材の輩出を通じた相互理解・国家ブランディングの強化。
トップアーティストの国際的な活躍を通じた経済的価値の創出や
インバウンド増加など、文化芸術資源を活用した経済活性化。
日本の誇りとして「文化・芸術」を挙げる国民の割合が増加。

初期（令和６年頃）：国内外のメディア等を通じた国際的活動のプロモーション
等を通じて、国家ブランディングが向上。海外研修修了者の中から、国内外
の著名なコンクールや賞の受賞者について一定数を確保。

中期（令和８年頃）：トップアーティストの国際的活動に対する投資・消費等の
拡充や文化芸術産業全体の活性化により経済効果が向上。

長期（令和１０年頃）：トップアーティストの国際的活動を通じた我が国文化の
魅力発信による効果として、訪日外国人数が増加。

背景・課題

・世界的に権威ある国際コンクールへの入賞者数
・海外の一流団体のオーディションへの合格実績
・世界的に権威ある国際芸術祭への参加実績
・海外主要ホール等開催公演等への出演実績
・新進芸術家海外研修制度研修生数（年間:30件）

アウトプット（活動目標） アウトカム（成果目標） インパクト（国民・社会への影響）

事業内容

令和4年度予算額 374百万円
（前年度予算額 313百万円）

●経済財政運営と改革の基本方針2021（令和３年６月18日閣議決定）
アート市場の活性化、ＤＸ時代に対応した著作権制度の構築等の文化DX の推進等を含む政策パッ
ケージを関係府省庁と連携して年内に策定するなど、文化芸術活動の感染症からの力強い復興と発展
を支援する。
●成長戦略フォローアップ（令和３年６月18日閣議決定）
産業や文化芸術関連産業の持続的発展のために、海外市場への展開も念頭に、人材育成や制作に係
る取引の適正化、就業環境等の向上に向けて必要な対応を検討する。
●文化芸術推進基本計画（第１期）（平成30年３月６日閣議決定）
年齢，性別等が多様で高いスキルを有する専門的人材を確保するとともに，キャリア段階に応じた教育
訓練・研修等人材を育成する。

【新進芸術家の海外研修】
 研修期間：1か月程度～３年まで全5種類
 支給対象：旅費、滞在費等
 事業期間：令和4年度～令和6年度

文化芸術立国としての国際プレゼンス向上と文化芸術資源を活用した経済活性化を図る
ため、我が国の優れた文化芸術力の国際的な発信や我が国トップアーティスト等のグローバル
な活動における国際的な評価向上を図り、その結果、インバウンド増加と新たな経済的価値
の創出を推進していくことは喫緊の課題。
ポストコロナも視野に、我が国文化芸術のグローバル展開を戦略的に推進していくため、国際
的な評価を得ていくための構造を分野に即して解明するとともに、世界と伍して競うことの
できる潜在力を有する傑出した人材を発掘し、未来のトップ人材として、国際舞台で飛躍する
機会を創出する。

【これまでの派遣例】
佐藤しのぶ（声楽 イタリア S59年度)／ 野田秀樹（演出 英国
H4年度）／ 野村萬斎（狂言 英国 H6年度）／ 塩田千春
（現代美術 ドイツ H16年度） 文化庁

構造調査 グローバル
マッチング

グローバルトップアーティスト等の輩出

音 楽オペラ･バレエ アート(作家/ｷｭﾚｰﾀｰ)(例)

トップアーティストのグローバル展開支援
- CBX (カルチュラルビジネスの（グローバル）トランスフォーメーション:音楽事業者等のグローバル展開など）を含む -

音楽や舞台芸術、美術等の文化芸術各分野において、若手芸術家等への実践的な海外研修の機会を提供するとともに、将来的に国際舞台での活躍が期待
される傑出した担い手等を選考し、国際的な評価を高め、グローバルレベルでのキャリアを積むことができる場への参加支援・マッチング、海外現地におけるネット
ワーク構築やプロモーション活動に関するサポートなど、総合的活動支援の実施を通じて、世界的に活躍するトップアーティスト等の育成・グローバル展開を戦略的
に推進。
また、これら文化芸術の担い手の選考及び国際的な評価を高めていくにあたり、各分野の基本構造の調査・分析、海外市場調査やマーケット分析等を実施し、
具体的な裏付けを持った分野毎の「見取り図」を把握した上で、関係省庁（在外公館・JETRO・国際交流基金等）とも連携しつつ、戦略的な海外展開・人
材派遣を推進。

 海外で活躍する人材や国際的なネットワークを有する審査員
による候補者の選考や派遣先の選定、具体的な活動支援の
仕組みを構築。

 派遣者には、現地における手厚い活動サポート、今後のグロー
バルな活動を支える人的ネットワークの構築等を支援。

【トップアーティストの発掘・国際的活動支援】 【新規】
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美術品DXによる管理適正化・市場活性化推進事業 令和4年度予算額 44百万円
（ 新 規 ）

我が国が誇る有力な美術品を「ナショナル・コレクション」として国内外に発信すべく、美術館・博物館における管理の徹底及び民間に所在する美術品の捕捉
をDXを通して実現する。まず、美術品・文化財の管理を標準化し、全国主要な美術館と民間（個人コレクター、企業等）が保有する美術品のうち、真に
重要なものをICタグ等で分散管理。その情報を一元的に取得するシステムを開発することで、美術品情報の提供、管理の適正化を図る。あわせて、美術品
のトレイサビリティの確保による取引の透明性の向上を図り、より活発な取引市場を作り出すことも目指す。

趣旨

我が国美術館・博物館のＤＸによる経営基盤強化

業務標準化の検討 文化財・美術品の受け入れから処分にかかる業務（ド
キュメンテーション）の標準化、ICタグ、DB等の共通化
等、効率的で使いやすい方法を検討。ICタグの情報を追
跡できるシステムの開発や一部モデル事業の実施。

美術館・博物館の現状

・購入予算ゼロ 60.5％
予算不足

・施設の老朽化が問題 76.9%

人員不足
・学芸員の業務過多、非常勤学
芸員の増加
・専門人材不足

収蔵庫不足
・収蔵庫がほぼ満杯33.9％
・外部に倉庫を借りている27.2％

デジタル化の遅れ
・資料のDB化51.0%、公開
12.0%
・画像公開24.8%

＊令和元年度博物館総合調査より

取引市場の問題

・来歴がわからない
取引の信頼性不足

・価格の根拠が不明瞭
・真贋問題

トレイサビリティ確保による我が国アート市場の活性化

＊アート市場活性化WG、自民党アート小委員
会等より

我が国美術館・博物館における文化財・美術品の取り扱いにかかる受け入れから処分までの一連
の業務の標準化及び、DX化を通した、運営の効率化、バックオフィス・収蔵庫等の共通化等によ
る地域・分野中核館の創設、アカウンタビリティの確保等を通した経営体質の改善を図る。

国内のアート取引に際して、トレイサビリティを確保できる方策（ブロックチェーン等）の導入を図り、
アート作品の来歴や取引価格等、情報の追跡が可能なように制度設計、導入支援を行うことによ
り、取引の透明性を高め、市場の活性化と贋作の排除を目指す。

全国の主要美術館を中心に、モデル事業としてナショナ
ル・コレクションとなりうる美術品へのICタグを設置して情報
のトレイシングを実施。民間倉庫、コレクター、企業等、民
間部門が所有、管理している美術品へも普及を図る。

民間への援用、国際標準化へ向けた活動を推進モデル事業の全国展開・

全国主要美術館への
ICタグ等導入及び
民間への導入支援に
向けた取組

長期的
には

R5

ICタグの設置館・分野の拡大、収蔵品データベースとの連携。さらに、国際化も推進する。
また、これらの事業をサポートするため、アート・コミュニケーションセンター（仮）等に経営改
善、ＤＸ推進にかかる人員配置、全国各地への地域別共同オフィス、共同収蔵庫等の
設置を検討。

R4

実施スケジュール

美術品・文
化財の適切
な管理が必
要

美術品・文
化財の適切
な情報管理
が必要

美術品・文
化財の活発
な情報発信
が必要

※令和4～８年度予定（5か年）
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